
四日市市行政経営戦略プラン（政策プラン） ５．市民が健康に生活できる

平成１４年度値 平成１５年度見込み値 平成１８年度目標値

全国的に基準とする人口10万人あたり
の生活習慣病を死因とする死亡者数
(年代ごとに標準化した死亡率)

基準人口10万人あたり
253.4人

基準人口10万人あたり253.0
人

基準人口10万人あたり252.5
人

重大事故のほか、転倒･転落、チュー
ブ類（点滴など)の管理に関する事故
等を含みます。

(平成15年度から統計開
始)

１１０件 ８０件医療事故件数

３
ヵ
年
の
ポ
イ
ン
ト

○生活習慣の改善に重点を置いた個別支援プログラムを開発、実施し、効果的な個別健康支援プログラムを確立します。

○新規に歯周病検診を実施します。

○市立四日市病院において新病棟の増築及び既設病棟の改修により、５～６人の大部屋を解消し、手術室９室を１２室に
増設します。(工期：平成１６～２０年度)

○市立四日市病院に電子カルテシステム及び放射線画像システムの導入などにより、最新医療システムとします。(開発
期間：平成１６～１９年度)

基本目的の達成度を測
る指標

指　　　　　　　　　標

生活習慣病死亡率（40～64歳)

基本目的　５   市民が健康に生活できる
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